
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（諏訪地域） 

令和６年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

事業名 10 代の若者の秘密基地 富士見の“マルイチユースセンター”プロジェクト 

事業主体 

（連絡先） 

特定非営利活動法人 こどもの未来をかんがえる会 

  

事業区分 地域協働の推進に関する事業 

教育及び文化の振興に関する事業 

事業タイプ ソフト・ハード 

総事業費  3,666,800 円（うち支援金： 2,779,000  円） 

1.ユースセンターWS の開催 

2.改装、備品の配置 

3.ユースセンターのオープン、ユー

ス創作ラボの設置 

※自己評価【A】 

【理由】 

オープンの 10 月までに中･高･大学

生､大人、企業､各種団体など地域の

多様な人を巻き込み、富士見で唯一

のユースセンターをオープンでき

た。オープン後も新規利用者、リピ

ーターを増やし、ユースセンターが

あることで利用している中高生の自

己理解、自己肯定感向上に結びつい

たと考えられるため。 

 【目標・ねらい】 

〈新規登録者数〉67 名(2024 年 10 月〜2025 年 3 月)  

内訳:中学生 48 名、高校生 19 名 

〈平均利用者数〉1 日平均 6 名(4〜9 名) (目標 20 名) 

〈運営に関与した大人の数〉182 名(目標:延べ 20 名) 

内訳:大学生 74 名、大人 108 名 

・開所日:57 日(2024 年 10 月〜2025 年 3 月) 

・のべ利用者数:318 名(中学生 182 名 高校生 136 名) 

 

10 月のオープン以降、平均利用者数は目標に達していない

が、リピーターの増加により口コミを通して新規利用者の

増加に結びついた。中高生へのアンケート結果からは、ユ

ースセンターの利用が中高生の自己理解や自己肯定感向上

のきっかけになっていると考えられる。 

富士見町にユースセンターを作るため、旧スーパー跡を改
修し、10 月にオープンし、ユースセンターの運営を行った。 
1.ユースセンターワークショップの開催と居場所のデザイ
ン・活動計画策定(WS 開催 計 3回) 
2.ユースセンターの改装、備品の設置 ―マルイチ復活プロ
ジェクトー 
・断熱工事(工務店)/DIYWS 開催 計 6回) 
・備品配置･レイアウトづくり 
3.ユースセンターオープン、ユース創作ラボの設置 
・10 月 2 日ユースセンターオープン。月水金の週 3回 15:30
〜19:00 までの開所。 
・大学生主催イベント、地域の大人とイベント開催 
・楽器などの配置 

・ユースセンターの機能を充実させ、中高生、大学生、地域の大人等の交流を生み出せる場づくりを行う。 

・ユースワーカーの人材育成･相談体制を構築し、中高生の自己理解、自己肯定感向上を目指す。 

・ユースセンターまるいちの地域での認知度を上げ、コミュニティ・スペースでの利用レンタル料を得るこ

とでユースセンターまるいちの活動の自立化、継続性を高めていく事業モデルを構築する。 

【夏の DIY ワークショップの様子】 


